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菊　池　理　恵　
保育者養成校の学生の体力についての研究
―「領域　健康」を中心として―
１．はじめに
　2012 年に制定された幼児期運動指針（文部科学省）において、現代の子どもたちを取
り巻く問題として、活発に体を動かす遊びの減少、体の操作の未熟な幼児の増加、自発的
な運動や体を動かす機会の減少等が指摘されている。特に幼児期の運動について重要なこ
とは、主体的に体を動かすことと遊びを通して多様な動きや運動の基礎を獲得することで
ある。子どもが主体的に遊ぶためには、遊びの空間や時間とともに保育者や仲間といった
人的環境が重要な要素となることは言うまでもない。
　幼児期の運動機能の発達には、保育者の存在は欠かせない。幼稚園教育要領の領域「健
康」にある「進んで戸外で遊ぶ」という項目においても、子どもは、保育者と一緒に遊ぶ
ことで遊び方や動き方を理解できるようになることが指摘されている。保育者との関わり
の中で、子どもは発育と共に多様な動きができるようになり、主体的に遊ぶことで運動欲
求を満たすことが可能になるといえよう。
　幼児期における運動が保育者の関わりに影響されるならば、そのため保育者自身は、幼
児とともに運動遊びをできるような運動能力や体力をもつことが必要である。現役保育者
の体力や活動量についてはいくつか研究がみられる。例えば赤井ら（2014）はライフコー
ダを用いて、楠原ら（2010）や田中ら（2012）は、加速度 3軸センサーを用い研究を行っ
ている。これらの報告では、現役保育者は一般的な事務職よりもやや運動量が高い傾向に
あることが指摘されている。また、現役保育者と実習中の保育科学生の歩数について比較
した研究もあり、保育科学生よりも保育者の歩数が多かったという報告もなされている（高
橋ら 2013）。一方、保育者養成校の学生の体力について研究では、同年代の全国平均より
も低い傾向にあることが明らかになっている（川上ら、2017）。また、2年間の養成課程
在学中に学生の体力・運動能力が低下することを指摘する報告もある（渡辺、2011）。こ
のように近年では保育者養成校の学生の体力低下を指摘する研究が少なくない。
　保育科学生の体力は低下する傾向にある中、子どもの健全な発育を援助する保育者を育
保育者養成校の学生の体力についての研究
− 300 −
てる養成校として、子どもと共に動ける基礎体力を持った学生を育成することは、重要な
課題である。そこで本研究は、保育者養成校の学生の体力レベルを把握し、学生自身の運
動習慣と保育者としての意識の関係を明らかにすることをねらいとした。具体的には、以
下の 3点について明らかにすることを目的とした。
　（1）学生の 1年次と 2年次の体力の実態と同年齢の全国平均と比較する。　
　（2）学生の体力レベルと生活・運動習慣との関係を明らかにする。　
　（3）学生の体力レベルと保育者意識との関係を明らかにする。　
₂．研究方法
　（1）調査対象者
　N短大保育科 2年生（2016 年入学）202 名を調査対象者とした。1年次での体力測定は、
2016 年度授業の開講時期の関係から、2クラス 101 名は 4 月第 3週、2クラス 101 名は 9
月第 1週に実施した。2年次の測定は 9月第 2週に実施し、アンケートによる意識調査は
10 月第１週に実施した。
　（2）調査内容
　1）体力測定項目
　体力測定は、文部科学省の「新体力テスト」に準じて、本校にて実施できる５項目につ
いてテストを行った。テストの項目は「上体おこし」「長座体前屈」「反復横跳び」「握力」
「急歩 1000m」とした。新体力テストでは「急歩」は 20 歳から 65 歳のカテゴリーに入っ
ているため、今回の測定値は 20 歳（2 年生）のみを検討することとした。それぞれの種
目の測定値は新体力テストにおける評価値 1～ 10 点に換算し、合計得点（50 点満点）を
算出した。体格についての項目は、2017 年 4 月の健康診断時のデータを用いた。
　₂）アンケートの質問項目
　アンケートの質問項目は文部科学省「新体力テスト」調査用紙に準じて設計し、学生の
体格、生活習慣に関する項目と学生自身の体力意識について回答を得た。体格については、
2年次の身長・体重・BMI の数値とした。生活習慣に関する項目は、「運動・スポーツの
実施状況」「1回あたりの運動時間」「朝食の摂取状況」「一日の睡眠時間」とした。体力
意識に関する設問は 3項目を設定した。一つ目は自己の体力についての評価で、20 歳全
国平均値と各自の値（2年次の測定値）を比較しての満足度について尋ねた。尺度は「1. 満
足　2. やや満足　3. どちらでもない　4. やや不満　5. 不満」の 5段階尺度を用いた。二つ
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表 1　本学学生の体格と全国平均との比較
目には、学生自身が体力テストの結果をふまえた上で自身の運動の必要性を感じるかどう
かについて尋ねた。回答は「1. 現状維持　2. もう少し必要　3. かなり必要」の 3段階尺度
を用いた。三つ目には、将来の保育者としての体力に自信があるかどうかについて「1. 自
信がある　2. やや自信がある　3. どちらでもない　4. やや不安　5. 不安である」の 5段階
尺度を用いた。
　（3）分析方法
　まず文部科学省「新体力テスト」に基づいて体力測定を実施して得られた測定値につい
て、1年次と 2年次の変化を把握するとともに、2年次の測定値を同年齢の全国平均とを
比較した。また対象学生を、体力テスト測定値より算出された体力得点（50 点満点）に
基づいて、高得点群、中得点群、低得点群の 3群の体力得点群に分けた（表 3）。体力レ
ベルと生活運動習慣および体力意識の分析には、この体力得点群とを用いてクロス集計を
行った。体力測定結果と全国平均の平均値を比較して、測定値に対しての満足度について
の回答は、5段階尺度による回答から「満足」「どちらでもない」「不満足」の 3段階に統
合した。また、将来、保育者として体力についての自信があるかという設問に対しても、
５段階尺度の回答より、「自信あり」「どちらでもない」「不安」の 3段階にそれぞれ統合
して分析を行った。
　分析におけるデータの加工と統計処理は、SPSS	Statistics24 を用いた。
本学学生 全国平均
平均値 SD 平均値 SD
身長（㎝） 157.7 5.4 156.4 4.4	
体重（kg） 50.8 6.7 50 7.0	
BMI 20.4 2.6 20.9 3.5
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₃．結果と考察
　（1）本学学生の体格と体力測定の結果について
　まず身長について本学学生は 157.7cm であり全国平均 156.4cm に比べ、ごく僅かであ
るが高い値となった。体重についても、全国平均が 50.0kg に対して本学学生は 50.8kg で
あり僅かに高い値となった。日本肥満学会によるBMI指数の判定は「低体重」で 18.5 以下、
「普通体重」で 18.5 以上 25 未満、「肥満」で 25 以上となっている。本学学生の BMI の平
均値は 20.3 であり「普通体重」の範囲内であった。また全国の 20歳から 29歳の年齢グルー
図 1　₁年次を 100 とした 2年次の値
表₂　体力測定の平均値と全国平均
本学学生
測定項目 全国平均（20歳） 1年生 2年生
平均値 SD 平均値 SD ｎ 平均値 SD ｎ
上体起こし（回） 20 5.7 23.7 6.2 178 22.2 * 6 193
長座体前屈（㎝） 45.7 903 49.7 10.5 173 49.9 27 193
反復横跳び（点） 44.2 6.3 47.9 5.5 182 48.4 ** 5.2 192
握力（㎏） 28.9 4.9 26 4.8 176 25.9 4.7 190
急歩（秒） 520.3 54.2 532.8 32.3 166 524 * 33 191
*p ＜ 0.01　** ｐ＜ 0.05
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プの女性を対象とした肥満と低体重の割合は、それぞれ肥満 10.7％低体重 21.5％となって
いる。本学学生は低体重の割合について 21.2％で全国平均とほぼ同じ値になったのに対し
て、肥満について本学学生は 3.3％であり、全国平均よりもかなり少ないことがわかった。
　測定項目の体力については「上体おこし」「握力」は筋力、筋持久力を、「長座体前屈
は柔軟性、「反復横跳び」は敏捷性、「急歩 1000 ｍ」は持久性を測定している。得られた
結果は、表 2のとおりである。
　１年次と２年次における測定値の平均値を比較すると、「上体起こし」の値に低下がみ
られた。「長座体前屈」「反復横跳び」「急歩」については、1年次から 2年次にかけて値
がやや上昇傾向にあることがわかった。全国平均と比較してみると、学生の「上体おこし」
「長座体前屈」「反復横跳び」「急歩」の値はやや高い傾向であった。
　「握力」に関しても 1年次 2年次の値の変化はみられなかった。しかし全国平均と比較
してみると 3.3kg も低い値となっていることがわかった。なお「上体おこし」「反復横跳び」
「急歩」については、1年次と 2年次の平均値に有意な差がみられた。
　図 1は 1年次の測定値を 100 として、2年次の測定値にどれだけの増減があったのかを
表にしたものである。２年次の学生は、１年次に比べ筋力系について若干低下がみられる
一方で、柔軟性や持久性においてはやや上昇傾向にあることが明らかになった。大きく変
化したのは「上体おこし」の測定値で、約７％の減少となっている。
　以上のことより、学生の体格は、20 歳女子の全国平均と比較するとほぼ全国平均と近
い値であった。1年次と 2年次の体力測定結果は、「上体おこし」を除けば各項目につい
てほとんど変化はなかった。また、「握力」に関しては、全国平均より低いレベルである
ことがわかった。本学学生は、筋力系の測定値が低い傾向にあることから、まず筋力につ
いて意識を高めるよう運動を取り組む必要性があることが明らかになった。
表₃　体力測定評価値の合計得点による分類
体力テスト評点合計 体力得点群
0− 31 点 低得点群
32 − 38 点 中得点群
39 点以上 高得点群
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　（2）体力得点グループと生活習慣
　1）睡眠時間・食習慣
　朝食についての質問では、「毎日朝食をとっている」70.2％であり、「時々とっている」
が 22.4％、「朝食を食べない」という学生は 7.3％であった。「朝食を摂らない」と回答し
表₄　体力測定得点グループと生活習慣
体力テスト得点グループ
生活習慣
低得点群
（n	=	61）
中得点群
（n	=	74）
高得点群
（n	=	44）
全体
（n	=	179）
ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％
運動実施状況 ほとんど毎日
週１− 2回
月１− 2回
しない
8
10
13
30
13.1	
16.4	
21.3	
49.2	
16
16
19
23
21.6	
21.6	
25.7	
31.1	
13
8
14
9
29.5	
18.2	
31.8	
20.5	
37
34
46
62
20.7	
19.0	
25.7	
34.6	
１回当たり運動時間 0.5 時間未満
0.5−1.0 時間
1− 2時間
2時間以上
35
18
4
0
61.4	
31.6	
7.0	
0.0	
33
27
9
4
45.2	
37.0	
12.3	
5.5	
23
5
11
4
53.5	
11.6	
25.6	
9.3	
91
50
24
8
52.6	
28.9	
13.9	
4.6	
朝食の摂取 毎日
朝食時々
食べない
47
13
1
77.0	
21.3	
1.6	
48
16
10
64.9	
21.6	
13.5	
32
10
2
72.7	
22.7	
1.1	
127
39
13
70.9	
21.8	
7.3	
睡眠時間 6時間未満
6− 7時間
7− 8時間
8時間以上
25
29
6
1
41.0	
47.5	
9.8	
1.6	
28
43
3
0
37.8	
58.1	
4.1	
0.0	
18
24
1
1
40.9	
54.5	
2.3	
2.3	
71
96
10
2
39.7	
53.6	
5.6	
1.1
表₅　体力測定得点グループと体力についての意識
体力測定得点グループ
	体力についての意識 低得点群
		（n				%）
	中得点群
		（n				%）
		高得点群
		（n				%）
			全	体
				（n				%）
	結果満足 満足 10 16.4	 35 47.3	 32 72.7	 77 43.0	
	（n	=	179） どちらでもない 21 34.4	 24 32.4	 7 15.9	 52 29.1	
不満足 30 49.2	 15 20.3	 5 11.4	 50 27.9	
	運動必要 現状維持 2 3.3 9 12.2 14 31.8 25 14.0
	（n	=	178） 少し必要 43 71.7 56 75.7 29 65.9 128 71.9
かなり必要 15 25.0 9 12.2 1 2.3 25 14.0
	保育者体力 自信あり 6 10.2 21 29.6 28 66.7 55 32
	（n	=	172） どちらでもない 21 35.6 30 42.3 7 16.7 58 33.7
不安 32 54.3 20 28.1 7 17 59 34.3
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た数値は、厚生労働省の国民健康・栄養調査（平成 27 年）による 20 歳から 29 歳の女性
の全国平均 13.5％に比べると低い値となっている。全国平均との比較では、本校の学生の
朝食摂取率は高い傾向にあることが明らかになった。このように全国平均と比べて朝食摂
取率が高くなったのは、一部には、保育者養成校のカリキュラムにおいて、栄養や子ども
の食育について学習しているためでないかと推測される。しかし、今回の調査では、朝食
の内容まで触れてはいない。どれくらい充実した食事であるかについては、次回の調査課
題としたい。体力測定得点レベルと朝食の摂取率との関係は特に関連はみられなかった。
　睡眠時間についてみてみると、本学学生は「6時間未満」「6時間から 7時間」と回答し
た学生が 81.9％を占めている。国民健康・栄養調査（平成 27 年）によると、20 歳から 29
歳女性で、「6時間未満」「6時間から 7時間」のカテゴリーを合計すると、76.7％となっ
ている。本学学生の値はほぼ同レベルとあると言える。
　2）運動習慣と運動実施時間
　表 4は、学生の運動習慣についての結果である。本学学生は、運動の頻度について「ほ
とんど毎日運動している」20.7％と回答し、つづいて「週に 1-2 回」19.0%、「月 1-2 回」
25.7％、に対して、「しない」と回答したものが全体の 34.6％となった。この数値は、平
成 28 年「スポーツの実施状況に関する世論調査（文部科学省）」の中で 20 歳代のこの一
年に行った運動・スポーツ実施状況によると 34.9％となっており、ほぼ全国平均と同じで
あった。この設問についての回答は、体育関連の授業以外の運動としたが、通学の運動は
含むということにした。「ほとんど毎日」と回答した学生の中には、通学のために自転車
を使用している者も含まれている。そのため運動頻度が高いにも関わらず運動継続時間に
ついては 30 分以内と回答する者が多かった。
　今回の調査では、過去の運動経験についての設問がなく、運動部所属との関連は明らか
にしていない。高校時代の３年間に、運動部に所属していた学生は約 5割存在している。
しかしほとんどの運動部出身の学生は、大学入学後スポーツ活動をやめてしまうケースが
多く、部活動として継続して運動を行う機会がほとんどない。現在、不定期に活動するス
ポーツやダンスサークルが存在するが、所属している学生は僅かである。中には、学外の
スポーツサークルに所属して運動している者もいるが、その数はごく少数で正確には把握
できていない。大学において習慣的な運動の機会がないことは、本学学生の運動頻度が低
い傾向にある理由の一つと考えられるかもしれない。
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　体力得点グループと運動実施状況をみると、当然のこととはいえ、体力得点が高いほど、
運動実施状況が高いことが明らかになった。高得点群は「ほとんど毎日」「週１−２回」
と回答しているものが合わせて 47.7％となっている。反対に、低得点群は、「月１−２回」
「しない」が合わせて 70.6％となり、普段からあまり運動に親しんでいないことがわかる。
27 年度体力・運動能力調査結果の概要及び報告書（スポーツ庁）によると、女性の体力
は 14 歳から 17 歳を頂点として加齢とともに体力が低下傾向となる。保育者を目指すほと
んどの学生たちは、年齢的には体力がピークより下がり始めた時期に入学してくることに
なる。やがて保育者として社会に出る時までにこれ以上の体力低下は防ぐべきであると考
える。近年の保育者の仕事量は、待機児童の問題、延長保育など仕事内容は多様化に伴い
増加してきている。このような状況に対応するには、保育者も体力が欠かせない。
　現役保育者の体力は必要であることに対して、現役学生の体力は低下の傾向が窺える。
保育者養成校としては、学生の体力にこれ以上下げないために、まず運動習慣をつけると
ころから始めることとし、体力増進のための方法を教授する授業展開を実践する必要があ
ると思われる。
　（3）体力測定得点グループと体力意識
　表５は、体力測定得点グループと体力についての意識の関係を示したものある。一つ目
の質問は、20 歳の全国平均と自身の測定値を比較して満足であるか回答を求めたもので
ある。全体では、「満足である」と回答した学生は 43.0％、「どちらでもない」29.1%、「不
満足」27.9％となった。体力測定得点グループ別にこの表をみると、体力得点が高いグルー
プほど、自身の体力測定結果に満足していることがわかる。体力得点が低いグループほど
測定結果に不満であることが明らかになった。
　二つ目の設問は、体力測定の結果から運動がどれくらい必要かと聞いたところ、「現状
維持」と回答した学生は 14.0%、「少し必要」71.9%、「かなり必要」14.0%となった。現時
点で自身の運動習慣の取り組み方は、やや不足気味と自覚していることがわかる。高得点
群のうち 31.8％の学生は現状維持と回答し、すでに運動の取り組みについて各自確立され
ているのかもしれない。体力得点が低いグループでは、71.1％の学生が「少し必要」、また、
25.0％が「かなり必要」と回答しており、ほとんどの学生が運動の必要性を感じているこ
とが明らかになった。以上のように学生はそのほとんどが運動について必要と考えてはい
るものの、実際には実践するまでに至っていないことが明らかになった。
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　（4）体力測定得点グループと保育者意識　
　表 5の３つ目は、体力測定得点グループと保育者としての体力の自信の関係は、全体か
ら見ると「自信あり」32.0%、「どちらでもない」33.7％、「不安」34.3％とほぼどの回答も
同じ割合になった。高得点群ほど保育者として自信があり（66.7％）低得点群ほど不安で
ある（54.3%）と回答している。つまり、体力得点が高い学生ほど、保育者としての体力
について自信をもっており、保育者という仕事に意欲的な気持ちをもって臨めるのかもし
れない。反対に体力得点の低い学生ほど、不安な気持ちをもったまま子どもたちの前に立
つこととなる。
　保育者にとって必要な運動とは、子どもの発育発達を理解し、年齢に合わせた遊びを子
どもと共に動けることであることと考えられる。森ら（1998）や増田ら（2009）は現在の
子どもの体力について、低下もしくは低下傾向にあることが報告している。また幼児の体
力低下について日本体育協会は、今の子どもの現況として、身体活動量の低下や運動離れ
がすでに幼児期から始まっているとしている。幼児期に楽しく体を動かすことを感じるこ
とができれば健全な発育を期待できる。幼児期の体力低下を救う環境は、自然や生活環境
だけでなく人的環境が影響をもつ（小林	2007）。保育者との適切な関わりは幼児の運動量
を増加させることも明らかになっている（細川	2014）。つまり、保育者と子どもの適度の
関わりを実践することで、子どもの体力低下を食い止める一助になるであろうと推測され
る。
　保育者養成校の学生は、やがて現場に立ち、子どもと接する場において、子どもと対応
できる体力をつけることが重要である。そのためには、保育者としての将来を見据え、運
動習慣をつけるところから始めるべきであると考える。
₄．結論と今後の検討課題
　本研究は、保育者養成校としてやがて現場に立つ学生たちの体力レベルを把握し、1．2
年次に体力測定を実施し分析した。体力測定の結果を全国レベルの平均値を比較して体力
と生活習慣、体力に対する意識調査を行った。その結果から、次のようなことが明らかに
なった。
（1）1年次と 2年次の体力測定結果を比較すると、本学学生は 2年次に筋力系の種目にや
や低下の傾向がみられた。柔軟系・瞬発系・持久系の種目については、ほぼ変化なしか
やや上昇の傾向にあった。
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（2）本学学生の生活習慣について、朝食の摂取率は全国平均より高く、睡眠時間は全国平
均レベルであった。
（3）体力測定の結果、高得点群の学生は運動頻度が比較的高く、反対に低得点群の学生は
運動頻度が低いことがわかった。しかし、運動の継続時間については、いずれの得点群
に関わらす「30 分以内」と回答しており比較的短いことがわかった。
（4）体力レベルが高得点群の学生は、自らの体力測定結果値に満足する傾向が見られた。
また高得点群は保育者としての体力についても自信をもつ傾向がみられた。一方、体力
レベルが低得点群の学生は、自らの測定結果値に不満足の傾向にあり、保育者としての
体力にもあまり自信がもてないことが明らかになった。
　以上のような結果から、今後の学生への運動指導については、まず筋力の強化を意識し
て、体力レベルの向上を図ることが重要と考えている。
　「領域　健康」において、子どもの成長発達には、保育者の充実した指導や援助が求め
られる。この領域のねらいの中で「自分の体を十分に動かし、進んで運動しようとする」
項目については、子どもと保育者との安定した関わり中から育まれるものである。心身と
もに健康な子どもを育てるには、保育者自身も心身ともに良好な健康状態でなければなら
ない。保育者養成校の学生が現場に立つ時には、まさに心身ともに健康な状態でなければ
ならない。しかしながら、現実には在学中において学生の筋力低下も認められている。保
育者養成校の体育関連の担当者として、学生の体力レベルの維持向上が図れるよう働きか
けを工夫することが課題である。まずは、学生の運動習慣を更に詳しく調査して、学生の
現状に合ったプログラムを提供することが必要であると思われる。
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キーワード：保育者養成校，体力測定，保育者，体力意識
　本研究は、保育者養成校の学生の体力測定を実施して体力レベルの実態を把握
し、学生の体力レベルと生活習慣・運動意識の関係、体力レベルと保育者として
の体力の自信の関係について調査を行った。本学の学生は、１年次２年次の体力
測定の結果、大きな体力の低下は見られないものの、筋力系の種目に関してはや
や低下がみられた。また、生活習慣について「運動」「朝食摂取」「睡眠」につい
ては、「朝食摂取」は全校平均より上であったが、「運動」習慣については全く運
動しない学生について全国平均と同じであった。体力についての意識調査と体力
レベルの関係は、体力得点の高いレベルの学生の方が、普段から運動習慣もあり
保育者として体力に自信がある傾向にあり、体力得点の低いレベルの学生は自信
がない傾向になることが明らかになった。体力得点の低い学生ほど保育者として
の体力の自信をつけるために運動習慣を意識する必要が示唆された。

